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「撮影技術学」+「画像機器学」+「画像医学」
+「思いやり」＝「診断価値の高い画像」
医師が正確な画像診断を行うには、診断価値の高い画像を
提供する診療放射線技師が不可欠です。この診断価値の高
い画像を提供するためには、操作する装置の深い理解に裏
付けされた高い技術（撮影技術学と機器学）と、撮影する部
位の画像解剖学や画像診断学の知識（画像医学）が必要で
す。本学では、実際に病院で使用されている医療機器を使
って実 習・実 験を行っています。一 例として、MRI を用 い
た実習・実験（2 年生時）の様子をご紹介します。MRI の実
習では放射線被ばくを伴わないので、「技師役」の学生が
MRI 装置を操作して「患者役」の学生を撮影することが可能
です。これにより、実習（実学）で得られる技術と授業（座学）
で得られる知識を高い次元で融合することができることはも
ちろんのこと、検査時の患者さんの気持ちにも着目して実習
を行います。

● 進路情報（2022 年実績） ● 主な進路先
国立がん研究センター中央病院、
がん・感染症センター都立駒込病
院、東京慈恵会医科大学附属病
院、東京医科大学病院、順天堂
大学医学部附属順天堂医院、日
本医科大学付属病院、獨協医科
大学埼玉医療センター、福島県立
医科大学付属病院、東京都立大
学大学院

● 取得可能な資格・免許
□ 学士（放射線学）学士（放射線学） 卒業を要件として取得できます。
□  診療放射線技師国家試験受験資格診療放射線技師国家試験受験資格 卒業あるいは卒業

見込で受験資格を取得できます。
□ 放射線取扱主任者試験（国家資格）放射線取扱主任者試験（国家資格） 在籍中にも受験できます。
本学科では、3 年次に放射線の取り扱いや管理に関する専門的な国家資
格である放射線取扱主任者試験を受験することを推奨しています。

● 診療放射線技師の仕事
診療放射線技師とは、医師や歯科医師の指示のもと医療装
置（X 線装置，CT，MRI，超音波，PET，リニアック等）を
上手に使って、患者さんの身体の中の様子（生体内の機能
および形態情報）を調べたり、高エネルギーの放射線を使っ
て、身体の痛みを和らげたり、がんの治療をする仕事です。

資格名 受験者 合格者 合格率 全国※
診療放射線技師 45 名 44 名 97.8% 87.0%

● 国家試験合格状況（2022 年実施）

※既卒者を含む

「幅広い教養」と「放射線科
学の基礎」の修得

南大沢キャンパスで他学部の
学生とともに全学共通科目を
学びます。放射線科学の基礎
となる科目を修得します。

「放射線科学の基礎」と
「画像診断技術学」等
を学ぶ

荒 川キャンパスでの講 義と最
新 の 医 療 機 器 を 用 い た 実 験
実習を行います。

「画像診断技術学」
「放射線治療」および
「核医学」等を学ぶ

2 年次と同様に講義と実験実
習 を 行 い「 画 像 診 断 臨 床 実
習」に臨みます。

「臨床実習」の完了と
「卒業研究」による
学びの集大成

「核医学臨床実習」と「放射
線治療実習」に臨みます。卒
業研究として最先端の研究課
題に取り組みます。

1年次 2 年次 3 年次 4 年次

放
射
線
学
科

確かな知識と技術を
持ち合わせた次世代を
担う放射線技術者の養成
医学と理工学の知識を正しく身につけ、
最新の医療技術を理解して取り扱う力と、
医師や 他の医療職とのチーム医療に貢
献できる豊かな人 間 性を備えた放 射 線
技 術 者を養 成します。また、 卒 業 研 究
では、先端的医療技術に関する課題に
取り組み、自己解決能力を育成します。

充実した医療機器による
実践教育

X 線 CT、MRI、リニアック、SPECT/ 
CT などの医療機器が学内に設置さ
れています。これらの機器を使用し
て座学 ( 講義 ) と実学 ( 実習 ) を高
い次元で融合します。

高い進学率と高度医療
機関への高い就職実績

約 4 割の学生は大学院に進学しま
す。就職の場合、大学病院や総合
病院などの中核 病院に高い就 職
実績があります。

各分野をリードする
優れた教育体制

最先端の研究に取り組む優れた
教員が直接指導します。さらに公
的研究機関との相互協力体制が
充実しており、これら研究機関で
の研究指導も受けられます。

1 32

3つの特色

CURRICULUM
カリキュラム

▶ 4 年間の流れ

▶ 授業紹介

▶ PickUp 授業

疾患の理解と画像所見から
画像診断学を理解する

臨床で放射線医学に携わるものとして必要な
画像診断を学びます。CT、MRI などから得ら
れた画像から診断や治療方針の決定に必要な
情報を読みとります。

診療画像医学Ⅰ・Ⅱ
古川 顕 教授、白川 崇子 教授

2・３年次

放射線を正しく理解し、
安全に取り扱う力を養う

種々の放射性同位元素を用いて、放射線によ
る障害防止のために必要な放射線防護や放射
線計測、放射性同位元素の管理に関する実験
を行います。

放射線安全管理学実験
井上 一雅 教授、高畠 賢 准教授

2 年次

放射線治療計画から、
検証、照射までの総合力を身につける

放射線治療に関する技術学、腫瘍学、機器学
などで学習した知識を統合し、本学に設置さ
れている実際の放射線治療装置を用いた実習
に臨みます。

放射線治療技術学実習
明上山 温 准教授、張 維珊 准教授

3 年次

X 線撮影技術学実習Ⅰ
妹尾 淳史 教授、沼野 智一 教授、畑 純一 准教授

病院・施設
（都内）

病院・施設
（都外）

進学

18%

51%
31%
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「撮影技術学」+「画像機器学」+「画像医学」
+「思いやり」＝「診断価値の高い画像」
医師が正確な画像診断を行うには、診断価値の高い画像を
提供する診療放射線技師が不可欠です。この診断価値の高
い画像を提供するためには、操作する装置の深い理解に裏
付けされた高い技術（撮影技術学と機器学）と、撮影する部
位の画像解剖学や画像診断学の知識（画像医学）が必要で
す。本学では、実際に病院で使用されている医療機器を使
って実 習・実 験を行っています。一 例として、MRI を用 い
た実習・実験（2 年生時）の様子をご紹介します。MRI の実
習では放射線被ばくを伴わないので、「技師役」の学生が
MRI 装置を操作して「患者役」の学生を撮影することが可能
です。これにより、実習（実学）で得られる技術と授業（座学）
で得られる知識を高い次元で融合することができることはも
ちろんのこと、検査時の患者さんの気持ちにも着目して実習
を行います。

● 進路情報（2022 年実績） ● 主な進路先
国立がん研究センター中央病院、
がん・感染症センター都立駒込病
院、東京慈恵会医科大学附属病
院、東京医科大学病院、順天堂
大学医学部附属順天堂医院、日
本医科大学付属病院、獨協医科
大学埼玉医療センター、福島県立
医科大学付属病院、東京都立大
学大学院

● 取得可能な資格・免許
□ 学士（放射線学）学士（放射線学） 卒業を要件として取得できます。
□  診療放射線技師国家試験受験資格診療放射線技師国家試験受験資格 卒業あるいは卒業

見込で受験資格を取得できます。
□ 放射線取扱主任者試験（国家資格）放射線取扱主任者試験（国家資格） 在籍中にも受験できます。
本学科では、3 年次に放射線の取り扱いや管理に関する専門的な国家資
格である放射線取扱主任者試験を受験することを推奨しています。

● 診療放射線技師の仕事
診療放射線技師とは、医師や歯科医師の指示のもと医療装
置（X 線装置，CT，MRI，超音波，PET，リニアック等）を
上手に使って、患者さんの身体の中の様子（生体内の機能
および形態情報）を調べたり、高エネルギーの放射線を使っ
て、身体の痛みを和らげたり、がんの治療をする仕事です。

資格名 受験者 合格者 合格率 全国※
診療放射線技師 45 名 44 名 97.8% 87.0%

● 国家試験合格状況（2022 年実施）

※既卒者を含む

「幅広い教養」と「放射線科
学の基礎」の修得

南大沢キャンパスで他学部の
学生とともに全学共通科目を
学びます。放射線科学の基礎
となる科目を修得します。

「放射線科学の基礎」と
「画像診断技術学」等
を学ぶ

荒 川キャンパスでの講 義と最
新 の 医 療 機 器 を 用 い た 実 験
実習を行います。

「画像診断技術学」
「放射線治療」および
「核医学」等を学ぶ

2 年次と同様に講義と実験実
習 を 行 い「 画 像 診 断 臨 床 実
習」に臨みます。

「臨床実習」の完了と
「卒業研究」による
学びの集大成

「核医学臨床実習」と「放射
線治療実習」に臨みます。卒
業研究として最先端の研究課
題に取り組みます。

1年次 2 年次 3 年次 4 年次

放
射
線
学
科

確かな知識と技術を
持ち合わせた次世代を
担う放射線技術者の養成
医学と理工学の知識を正しく身につけ、
最新の医療技術を理解して取り扱う力と、
医師や 他の医療職とのチーム医療に貢
献できる豊かな人 間 性を備えた放 射 線
技 術 者を養 成します。また、 卒 業 研 究
では、先端的医療技術に関する課題に
取り組み、自己解決能力を育成します。

充実した医療機器による
実践教育

X 線 CT、MRI、リニアック、SPECT/ 
CT などの医療機器が学内に設置さ
れています。これらの機器を使用し
て座学 ( 講義 ) と実学 ( 実習 ) を高
い次元で融合します。

高い進学率と高度医療
機関への高い就職実績

約 4 割の学生は大学院に進学しま
す。就職の場合、大学病院や総合
病院などの中核 病院に高い就 職
実績があります。

各分野をリードする
優れた教育体制

最先端の研究に取り組む優れた
教員が直接指導します。さらに公
的研究機関との相互協力体制が
充実しており、これら研究機関で
の研究指導も受けられます。
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▶ 4 年間の流れ

▶ 授業紹介

▶ PickUp 授業

疾患の理解と画像所見から
画像診断学を理解する

臨床で放射線医学に携わるものとして必要な
画像診断を学びます。CT、MRI などから得ら
れた画像から診断や治療方針の決定に必要な
情報を読みとります。

診療画像医学Ⅰ・Ⅱ
古川 顕 教授、白川 崇子 教授

2・３年次

放射線を正しく理解し、
安全に取り扱う力を養う

種々の放射性同位元素を用いて、放射線によ
る障害防止のために必要な放射線防護や放射
線計測、放射性同位元素の管理に関する実験
を行います。

放射線安全管理学実験
井上 一雅 教授、高畠 賢 准教授

2 年次

放射線治療計画から、
検証、照射までの総合力を身につける

放射線治療に関する技術学、腫瘍学、機器学
などで学習した知識を統合し、本学に設置さ
れている実際の放射線治療装置を用いた実習
に臨みます。

放射線治療技術学実習
明上山 温 准教授、張 維珊 准教授

3 年次

X 線撮影技術学実習Ⅰ
妹尾 淳史 教授、沼野 智一 教授、畑 純一 准教授

病院・施設
（都内）

病院・施設
（都外）

進学

18%

51%
31%
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放射線学科4年

高橋 玲央さん
（2023年度現在） 「X 線撮影技術学実習Ⅱ」は、学生が技師役と患者役に分かれ、模擬的に

病院での検査を行う実習です。MRI や CT などの最新機器を実際に操作し
ながら、現場で使える知識・技術を身につけます。検査時に必要な工夫を
考える貴重な機会であり、患者さんの体型に応じたポジショニングや入射角
度など、実践的な技術のバリエーションを増やすことができます。

月 火 水 木 金
1限 Ｘ線診断

機器学
実験2限 核医学検査

技術学
医用画像

工学
画像診断

撮像技術学
Ｘ線診断
機器学Ⅱ

3限 医用
核磁気学　 Ｘ線撮影

技術学
実習Ⅱ

放射線
科学実験

放射線治療
技術学

4限 医用画像
工学演習5限 放射線関係

法規Ⅰ

● 高橋さんの3年次の時間割

日本で有数の大学病院や
総合病院で行う実践教育

臨床実習には、履修に必要な科
目の修得と実習前に実施される
O
オスキー
SCE に合格する必要があります。

患者さんや医療従事者とのコミュ
ニケーションスキルの重要性を肌
で感じる貴重な機会となります。 ＊   OSCE（Objective Structured Clinical Examination : 客観的臨床能力試験）

前期 後期
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次

4年次 核医学臨床実習・
放射線治療臨床実習

画像診断臨床実習

▶ 臨地実習

▶ 研究室紹介

CURRICULUM
カリキュラム

在学生の声

近 年 で は、 モ ダリティを 複 数
併 せ て 使 用 するた め の 技 術 開
発（ マ ル チ モダリティイメージ
ング）が盛んに行われています。
代 表 的 なもの に 体 内 の「 形 態
情報」を捉える X 線 CT 装置と、
臓器や組織の「機能情報」を捉
える核イメージング装置（SPECT
や PET） を 複 合 し た SPECT/
CT 装置や PET/CT 装置があります。研究室では、SPECT や PET に、
組織コントラスト分解能に優れる MRI や、迅速で多様性の高い近赤
外光イメージング技術を複合させる技術開発を行っています。

古くから知られている鉱 物など
の物理特性を利用して “ 時代の
ニーズにマッチした次 世 代 放 射
線検出器の開発 ” を進めていま
す。放射線を利用した医療技術
の進歩は、診断能を高め、がん
治療においては飛躍的に治療効
果を向上させています。一 方で
この技術に応じた放射線検出の開発も求められていますが、種々の
物理反応が複雑に影響し困難を極めています。加速器や原子炉など
で実験を行い、皆で力を合わせて問題解決に奔走しています。

放射線学科では、3 年後期から各研究室へ配属され、卒業研究に取り組みます。
どんな研究に取り組んでいるのでしょうか。少しだけ覗いてみましょう。

マルチモダリティイメージングを
用いたがん研究
井上 一雅 教授

時代のニーズにマッチした
次世代放射線検出器の開発
眞正 浄光 教授

近畿大学原子力研究所にて18F-FDG 検査［CT 画像（左）、PET
画像（中）、PET ／ CT 画像（右）］

医師への的確な情報提供に向けて
確実に病変を見つける力を高めたい
都 立 大 の 魅 力 は、 最 新 の 医 療 機 器 に触
れながら、操作方法や医学的な知識につ
いて、基礎から応用まで細かく学べる点
にあります。しかもどんな先 生 にも気 軽
に質問でき、臨床経験豊富なプロフェッ
ショナルから臨場感溢れる話を聞くことが
できます。一方で、検査を受ける患者さ
んは何かしら不安を抱えているもの。不
快感を与えることなく、気持ちよくスムー
ズ に 検 査 を進 め、 病 変 を見 つ ける力 を
磨 いています。 将 来 は 臨 床 の 現 場 の ほ
か、医療機器メーカーにも興味があるため、
大学院に進学して学びを深めながら、自分
の適性を見きわめたいと考えています。

本学が有する「画像診断」・「核医学検査」・
「放射線治療」に関わる医療機器

デジタルマンモグラフィ一般 X 線撮影装置

SPECT/CT

3.0T MRI 4･6MV リニアック

Dual Energy X 線 CT

Fa c i l i t y  ［ 設 備 ・ 機 器 ］
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放射線学科4年

高橋 玲央さん
（2023年度現在） 「X 線撮影技術学実習Ⅱ」は、学生が技師役と患者役に分かれ、模擬的に

病院での検査を行う実習です。MRI や CT などの最新機器を実際に操作し
ながら、現場で使える知識・技術を身につけます。検査時に必要な工夫を
考える貴重な機会であり、患者さんの体型に応じたポジショニングや入射角
度など、実践的な技術のバリエーションを増やすことができます。

月 火 水 木 金
1限 Ｘ線診断

機器学
実験2限 核医学検査

技術学
医用画像

工学
画像診断

撮像技術学
Ｘ線診断
機器学Ⅱ

3限 医用
核磁気学　 Ｘ線撮影

技術学
実習Ⅱ

放射線
科学実験

放射線治療
技術学

4限 医用画像
工学演習5限 放射線関係

法規Ⅰ

● 高橋さんの3年次の時間割

日本で有数の大学病院や
総合病院で行う実践教育

臨床実習には、履修に必要な科
目の修得と実習前に実施される
O
オスキー
SCE に合格する必要があります。

患者さんや医療従事者とのコミュ
ニケーションスキルの重要性を肌
で感じる貴重な機会となります。 ＊   OSCE（Objective Structured Clinical Examination : 客観的臨床能力試験）

前期 後期
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

3年次

4年次 核医学臨床実習・
放射線治療臨床実習

画像診断臨床実習

▶ 臨地実習

▶ 研究室紹介

CURRICULUM
カリキュラム

在学生の声

近 年 で は、 モ ダリティを 複 数
併 せ て 使 用 するた め の 技 術 開
発（ マ ル チ モダリティイメージ
ング）が盛んに行われています。
代 表 的 なもの に 体 内 の「 形 態
情報」を捉える X 線 CT 装置と、
臓器や組織の「機能情報」を捉
える核イメージング装置（SPECT
や PET） を 複 合 し た SPECT/
CT 装置や PET/CT 装置があります。研究室では、SPECT や PET に、
組織コントラスト分解能に優れる MRI や、迅速で多様性の高い近赤
外光イメージング技術を複合させる技術開発を行っています。

古くから知られている鉱 物など
の物理特性を利用して “ 時代の
ニーズにマッチした次 世 代 放 射
線検出器の開発 ” を進めていま
す。放射線を利用した医療技術
の進歩は、診断能を高め、がん
治療においては飛躍的に治療効
果を向上させています。一 方で
この技術に応じた放射線検出の開発も求められていますが、種々の
物理反応が複雑に影響し困難を極めています。加速器や原子炉など
で実験を行い、皆で力を合わせて問題解決に奔走しています。

放射線学科では、3 年後期から各研究室へ配属され、卒業研究に取り組みます。
どんな研究に取り組んでいるのでしょうか。少しだけ覗いてみましょう。

マルチモダリティイメージングを
用いたがん研究
井上 一雅 教授

時代のニーズにマッチした
次世代放射線検出器の開発
眞正 浄光 教授

近畿大学原子力研究所にて18F-FDG 検査［CT 画像（左）、PET
画像（中）、PET ／ CT 画像（右）］

医師への的確な情報提供に向けて
確実に病変を見つける力を高めたい
都 立 大 の 魅 力 は、 最 新 の 医 療 機 器 に触
れながら、操作方法や医学的な知識につ
いて、基礎から応用まで細かく学べる点
にあります。しかもどんな先 生 にも気 軽
に質問でき、臨床経験豊富なプロフェッ
ショナルから臨場感溢れる話を聞くことが
できます。一方で、検査を受ける患者さ
んは何かしら不安を抱えているもの。不
快感を与えることなく、気持ちよくスムー
ズ に 検 査 を進 め、 病 変 を見 つ ける力 を
磨 いています。 将 来 は 臨 床 の 現 場 の ほ
か、医療機器メーカーにも興味があるため、
大学院に進学して学びを深めながら、自分
の適性を見きわめたいと考えています。

本学が有する「画像診断」・「核医学検査」・
「放射線治療」に関わる医療機器

デジタルマンモグラフィ一般 X 線撮影装置

SPECT/CT

3.0T MRI 4･6MV リニアック

Dual Energy X 線 CT

Fa c i l i t y  ［ 設 備 ・ 機 器 ］
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